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鯉節徽の生化学的研究－１＊

抗菌性について

番藤要・鮫島宗雄

BiochemicalStudiesontheMouldlsolated

fromKatsuobushi‐I

OntheAntibioticActionoftheMoulｄ

ＫａｍｍｅＳＡＩＴ６ａｎｄＭｕｎｅｏＳＡＭＥｓＨＩＭＡ

緒 言

鰹節は我国独特の水産加工食品であるが，その製造工程の一つとして行う〃徽付け〃の

意義については従来より種点論議されて居り，一般には優良徽の繁殖により鰹節の水分除

去・脂肪分解が行われ品質を向上するとされ，蛋白質分解・アミノ酸共の他の呈味成分の

増減に関しては研究者により意見が異り未だ結論を得ない状態である(1)(2)(3)(脇>、最近小幡・

俣野氏(I>は鰹節特有の香気は徴付けにより発生する事を発表して居る．これに反して中沢

氏等〈脇)は鰹節Ｄ風味改善には微付けを絶対には必要としないとし，その意義の一つとして

常誠的に徴の繁殖により他の有害菌の侵入を防ぐ点を挙げて居るが，我々は鰹節優良徴の

数種の細菌に対する作用につき実験的検討を加え抗菌性と徴付けの意義について若干の知

見を得たので其の結果を報告する．

実験の部

供試鰹節徴；実験に当り試料に供した微ば，現兵庫農大吉村貞彦教授が鹿児島産鰹節よ

り分離した優良微28株中よりＡｓ'８増ｊ""ｓγ"6”及びＡ､γepe"ｓに属する数株を使用

した．これらの徽は２８℃を生育の適温としCzAPEK培地中に於て色素を生産し，その色

はＡ､γz必”No.９(吉村教授分離番号以下同）は濃赤色，同No.１及びNo.６は赤と黄

の中間色，叉Ａ､γCpe"ＳＮＯ､２６は黄色である．

供試細菌：抗菌性の検索に当り使用した細菌は下記の通りである．

１）Ｂ､ｓ"6が〃ＳＮＯ､１3,022

２）Ｂ・”gse〃＃”jc"ｓかSc邸ｓＦＬｕＧＧＥ９４3,033

３）〃７cγoc・pyogg"βｓひ”.α”g"sRosENBAcH3,184

４）Ｅ・ＣＯ〃ＭＩＧｕＬＡＣＡｓＴｅｔｃｈ3,044

５）Ｐγojc郷ｓ〃"/g”jsHAusER 3,045

６）Ｂ､ｓ"6〃〃ｓ（Ａ）

７）〃（B）

８）Ｅ・ＣＯ〃（C）

（註）１)～5）は醗酵研究所より分瀧の菌で番号は同所の整理番号

＊1953年１１月４日，日本水産学会秋季大会（稚）にて発表．



十：degreeofturbidity

一般に培養中のCzAPEK液のｐＨは徽の発育と共に酸性となる傾向が認められるがｐＨ

自体の菌の発育に及ぼす影響については対照試験で充分考慮した．Ａ､γ””No.９．４．

γgPe鰯ＳＮＯ､２６は共に２０％の添加により細菌の発育を完全に阻止する事が出来たが，

Ａ､γ"69γNo.６添加には発育が認められ，５０％添加では何れも発育を完全に阻止する事

が出来た．元来徴の抗生物質の生産は培養基の種類によって異るものであるが，以上の結

果より供試徽のCzAPEK培養液自体に抗菌性が認められたのである．

１１．鰹節エキスの抗菌性

以上は人工培地による実験で実際の鰹節製造Ｄ条件とは異るものである．即ちその製造

操作より考えて煮熟，熔干，日乾による防腐効果が考えられるが，更に徴付けによる防腐

効果の一端を知る為に同一処理の生節を使用し次の実験を行った．

一ヶ月間試験管内でＡ､γ"6cγNo.９及びＡ､γeが"ＳＮＣ､２６徴付けした生節片と，同
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Table２．Antibioticactivityofextractsfmmmoulding-katsuobushi
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＋
＋
＋

＋：degreeofbacterialgrowth（turbidity）

６)～7）は木学部細菌学教室保有菌（）内は仮番号

Ｉ・培養液の抗菌性

先ずＡ､γ"6〃No.６及びNo.９，Ａ.γePe"ＳＮＯ､２６を100ｃｃ容フラスコに１５ｃｃず

つ分注したCzAPEK液に接種，２８℃－２３日間培養後脳過しその靖誰施液が細菌に対し抗

菌性を有するか否かを実験した．

使用培地：培養脳液０，２０，及び５０％含有のペブ.トン水を使用したが，ペプトン水は

殺菌後培養憾液を添加した際全容が５ccとなり且つ培養漉液添加量に関せずぺう･トン１％

及びNaClO､5％を含有する様調整し試験管に分注した．０％添加は対照試験である．

検定方法：上記の培地に，普通肉汁に３６℃－２４時間培養したＢ､ｓ"6〃〃s(Ａ）を１

白金耳づつ接種し，３６℃下に培養し１２，２４及び７２時間後に付き細菌の発育を澗濁度に

より観察した．この結果はTable､１の如くである．

Table1．AntibioticactivityofthecultureｌｉｑｕｏｒｆｏｒＢ.ｓ”〃〃ｓ（Ａ）
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じく微付けしないものの表面を削り取り，それらの20倍浸出液５ｃｃづつを培養基としＢ、
s”〃〃s(Ａ）及び（Ｂ)，並びにＥ・ＣＯ〃(C）を接種培養した結果はTable､２の如くで

ある．

即ち徹付けした方がＢ､ｓ"6〃"ｓの発育を多少遅らせる事実を観察したが其の作用はあ
まり顕著ではない．実際問題として鰹節、如き水分含量、少い製品は細菌による腐敗は起
り難いものであるから徴付けによる防腐効果の有無注あまり問題にならないと思う．

ｍ・有効区分の分別

Ｆｉｇ．１．Extractionofcoloringmatters-1

Cultureliquor＆mycelia（４．γ””No.９＆Ａ､γe〆犯ＳＮＯ､２６）

tｅ

lnsoLfractionSolublefraction lnSOl、fraCtiOn

l………i･”ルー……
Conc・extract･･･…．．……………･…一…………．．………Frac、１

１…爾髄h……‘．，
ＳＩＩ元忘忘E而歴i雨一墨｡Lf"ctio③

２

U

，...……..､Frac、３
● Ｖａｃｕｕｍｃｏ

巴竺2竺W１

ndengation

thether

「一一－－－－－
SolublefractionSolublefraction Residue（darkbrown）

｜腰…………
Resinousliquid-･･………･…………･…………･………Frac、４

前述の如く微のCzAPEK埼義液に抗菌性が認められたので有効区分Ｄ分別を試みた．
Ａ､γ””No.９及びＡ､γ”g"ｓNo.２６を1.000ｃｃ容フラスコに150ｃｃづつ分注した

CzAPEK液に接種２８℃－３０日間培養後，培養液及び菌体を池過により分らFig.１の如く
して酪酸エチル可溶区分（Frac､１)，同不溶区分（Frac､２)，frac､１の石油エーテル可溶
区分(Frac､３）及び同不溶区分のエーテル可溶区分(Frac､４）に分別したが酷酸エチル及
びエーテル可溶区分の収量はTable､３の如くである．

Mould

４．γ”〃（Ｎｏ．９）

４．γ2〆'2ｓ（No.２６）

Table３．Yieldofearchfractions

Cultureliquor（ｍg/dl）

Frac、１

１５j7

18.8

Frac、４

6.5

６．４

Mycelia（ｍg/g）

Frac．’

89.1

133.7

Frac，４

29.1

４３．６

Ａ,γ"6cγＮＣ,９のFrac､１は暗赤色樹脂状Ａ､γJが"ｓのそれは黄褐色で叉Frac､４

もそれぞれ同様の外観を呈して居た．
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抗菌'性区分は酪酸エチル可溶部分で，他の２区分迄は認められなかった．叉細菌菌種に

対してはＢ､ｓ"6が〃s，Ｂ・”3s”cγjazs，Ｍａｚ〃c郡ｓのGRAＭ陽性菌を強く抑制する

傾向が認められた．以上の定性的な結果は菌休の承ならず培養液の抽出区分でも叉Ａ､γc‐
か"ＳＮＣ､２６の場合もほぼ同様である．

抽出区分の抗徽'性について見ると，優良徴培養中往為にして雑徽が混入し旺盛に発育す
る事ば著者等のしばしば経験した事実であるが，前述の如く抽出区分を謬透乾燥させたiMji
紙をCzAPEK寒天平板に添付しＲ〃zopz‘sD8Jc”αγ及び過去の研究で不良微と言われ
るＡ・”〃e郷ｓに対しCrossstreakspgctrum法〔冊》により実験した所では発育阻止は認
められなかった．鰹節Ｄ如き水分含堂の少い製品では腐敗菌よりも不良微の発育防止が望
ましい事と思われるが，本実験か範囲内では其の作用は認められなかった．

Ｖ・有効区分の抗菌性

次に有効区分である菌休及び培養液の酪酸エチル及びエーテル抽出の２区分について
Ｂ､ｓ"6〃〃s(Ａ）及び（B）とＥ・ＣＯ〃(C）に対する最少有効濃度を知る為に下記の実験

を行った．

抽出区分100ｍｇにつき０．５ｃｃの割合で酪酸エチル叉はエーテルを加えて溶解せしめ，
これを水で各種濃度に稀釈して試料とした．この１ｃｃを試験管に各５cc分注せる使用培
地ペプトン水に添加し，供試細菌を１白金耳づつ接種し３６PC-24時間培養後に於ける発

育完全阻止有効濃度を潤濁度により観察した．対照としては試料の代りに酷酸エヂル叉は
エーテルを同様に加えたものを使用して実験を行った．其の結果はTable､５の如くであ
る．

即ち本実験の範囲内では両区分の抗菌力の差叉はＡ､γ"6”No.９及びＡ､γg力e"ＳＮＯ．

Ｉｖ・抽出区分の抗菌性及び抗徴性

抽出区分Ｄ抗菌’性を定性的iこ知る為に次の如き実談を行った．即ち各区分溶液（Fig.１

Frac､１，２及び３）に直径１７ｍｍの円形iMji紙を浸漬し，それを乾燥後供試細菌を流し込

んだ普通肉汁寒天平板上に付け３°Ｃ－１２時間後漉紙を取り去り直ちに３６℃－２４時間培養

し，蝿紙添付個所の周囲に生ずる細菌発育阻止帯（透明円形）の直径を測定した．その一

例を挙げるとTable､４の如くである．

Table４．Antibioticactivityofearchextractfractionsof
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Ａ、γ"6忽γ

（No.９）

Table５．Antibioticactivityofcoloringmatterfractionsforbacteria（ｍg/ｍｌ）
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Ppt．

ethX総離atel茎隠ｔ

SolublefractionResidue（ｄａｒｋｒｅｄｍ.ｐ、119～123．）

｜剛"｡耐………
ResinousliquidincludingcrudeCrystal（red、.ｐ･’67～l70P）

Ｖ1．有効成分の分離精製

有効成分の分離精製予備実験としてＡ､γ"6eγNo.９の培養iMji液につきFig.２に示す

Clt…idicsidolVacuumc･ndens認tio⑪
ithetherResinousliquidincludingcrude

crystal（yellowbrownm.ｐ、117～
ll9P）
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２６の各抽出物間の抗菌力の差は:明らかではないが，其の有効濃度はＥ､ＣＯ〃に対しては

1/1,000～1/10,000,Ｂ､ｓ"6〃"ｓに対しては１/10,000～1/100,000の間に存する結果を得
た．
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Ｆｉｇ．２．Extractionofcoloringmatters-2



Theauthorsresearchedintothoantibioticactivityoftheexcellentmould

isolatedfrcm‘‘K1tsuObushi'，，summarizingtheresultsinTablel～５，Ｆｉｇ．１～２，
observingthefollowingphenomeng・

ＩｎＣｚａｐｅｋｓｏｌｕｔｉｏｎｓｃｍｅｓｔｍｉｎｓｃｆＡ．γ"6cγａｎｄＡ．γcPe"sprcducedtheanti．
biotics1b3tanceinhibitingthegｒｏｗｔｈｏｆＢ．ｓ"6〃〃ｓａｎｄｏ鷺herbacteria・This
antibioticsubstancewasremovedfromtheculture-fluidandmyceliatoethyl‐

acetategmdethersolublefraction・Thosefractionsshowedaninhibitoｒｙｐｏｗｅｒ

ａｇａｉｎｓｔｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆＢ.ｓ〃6筋〃ｓａｔｔｈｅｄｉｌｕｔｉｏｎｏｆｌ:10,000～100,000andagainst
E・ＣＯ〃ａｔｔｈａｔｏｆｌ:1,000～10,000．Generally,thepowerofthissubstanceagainst

thegrowthcfGrampositivebacteria(i､e､Ｂ・…sg"ﾒ”ic"s,Ａｆ”oge"esaz〃e"s）
wasmoreeffectivethanthatagainstGramnegativebacteria（i､e､Ｒ”Ig”ｉｓ)．
Inmanufacturing‘‘Katsuobushi'，，itisdesirablethattheantibioticpoweris
effectivetotheiniuriousfungiratherthantobacteria，ｂｕｔwithinthescope
ofthesestudies,theantibioticpoweroftheexcellentmouldagainstR〃zo”s
DgJe"”ａｎｄＡ．〃e〃ezfswasnotrecognized・

Ｂｙａｐｐｌｙｉｎｇｔｈｅｌｉｑｕｉｄｃhromatographyuponthecolumnofthｅａｃｔｉｖｅａｌｕｍｉ‐
ｎａ，weseparatedseveralkindsofcrudecrystalsfromtheeffectivefraction．

薪藤要・鮫島宗蛾一鰹節微の地化学的研究Ｉ

如きアルミナ吸蒜法を試承，図示せる如き、.p・を有する粗結耐を分離したが之等の抗菌

’性及び化学的性衝については孜の機会に発表する．

要 約

以上の如く鰹節から分離された優良微、抗菌性を検討した所Ａ､γ"&〃及びＡ､γepe"ｓ

に属する株のCzAPEK埼義液が．B､ｓ"”〃ｓに対し抗菌性を有する事を知り，叉徽付け
鰹節のエキスは生節エキスに比べ若干の抗菌性が認められた｡その抗菌性は酪酸エチル並

びにエーテル抽出区分に移り，Ｅ､ＣＯ〃に対してはペプトン水中１/],〔0C～1/]Ｏ〔ＣＯの間

に発育完全阻止濃座を有するがＢ，ｓ"6〃〃ｓに対しては１/10,000～1/100,000の間に有す
る事を認めた．其の抗菌性は叉Ｂ・”GSC"ﾉ”ｊｃ邸s，ｊｌｆ力yoge"Ｃｓα”e"ｓにも有効で一

般にGRAＭ陽性菌に対し強く認められ，Ｐ・ひ"ﾉｇａγｊｓ及び微のＲ〃zolzfsDcﾉe〃αγ，

Ａ･”c〃…の発育阻止には効力がない様に恩-}つれる．叉有効区分より数種の粗結晶を分
離した．

終りに臨み試料の提供及び御指導を賜わった兵庫農科大学吉村教授に深甚の謝意を表す
る．

Ｒｅｓｕｍｅ

6１

献女

奥田：水産化学，興女社，３１０（1933)．

奥田，大谷：水産食紙製造化学，厚生閣，１２７（1951)．

森，橘本：水産利用学，朝倉，１４９（1951)．

小幡，俣野：日水誌.，１９，（３）１５１（1953)．

中沢叱武田，末機：農化誌.,１０，（11）１１３７（1934)．

照屋：化学の領域，５，５５０（1951)．

、
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